
私たち抜きに私たちのことを決めるな！

みやぎアピール
大行動 2010

実行委員会 NEWS

地元選出国会議員事務所＆
各政党事務所を訪問しました！

11/25 （水）みやぎアピール大行動実行委員会では、障

害者自立支援法の即時廃止し、新しい法律を私たちの強

い思いを反映した制度にすることを求め、地元選出国会議

員在仙事務所（ 10 カ所）へ訪問し 12項目におよぶ要請項

目を手渡し私たちの思いを伝えました。

行動日当日は当事者・介助者等 11 名が参加。 4 コース

に分かれて行動しました。

この行動では、各政党事務所も訪問。来年行われるアピ

ール大行動 2010 での政党シンポジウムへの参加をお願い

してきました。（下枠内／要請項目）
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さよなら障害者自立支援法！

みんなでつくろう新制度！

社民党宮城県連合への要請

1.応益負担を核とする障害者自立支援法を廃止し、介護保険との統合を行わないことを前提として、「制度の谷間をつくらない新

たな総合法」の制定・検討を進めて下さい。

2.制定・検討にあたっては、私たち当事者の十分な参加を保障し、法的根拠を持った協議機関を設置して下さい。

3.新法においては、「制度の谷間」のない、障害を持つ全ての人がサービスからもれ落ちることなく、必要なサービスが受けられ

るように、障害の定義を抜本的に見直して、障害者権利条約に依拠した定義として下さい。又、運用等の改善で対策が可能なも

のについては、危機的状況にある当事者への経過的な緊急措置を実施してください。

4.来年度予算において、応益負担の廃止や、月額払いの実施など緊急性の高いものは、盛り込ませて下さい。

5.手話・要約筆記などのコミュニケーション保障は、権利であることを明確にし、無料として下さい。

6.介護、日中活動など地域生活の社会資源が維持できるよう、現行の日額払いを改めるとともに、報酬単価・体系の見直しを行な

って下さい。

7.サービスの決定にあたっては、障害者のニーズが十分に満たされるものとなるように、当事者の意見が反映される仕組みとして

下さい。

社会的入院の解消の実効性を高めるため、精神科の救急医療体制の整備を進め、介護、相談や住宅政策などへの思い切った予算の

シフトをはかって下さい。

8.社会的入院の解消の実効性を高めるため、精神科の救急医療体制の整備を進め、介護、相談や住宅政策などへの思い切った予算

のシフトをはかって下さい。

9.働く問題を国際基準に合致させるために、福祉と労働行政の連携を確立させ、働く権利の観点から施策の強化を図って下さい。

10.「子ども」の支援について現行の「自立支援法」の枠組みではなく、「子ども」の権利の観点からつくり直して下さい。

11.所得保障、扶養義務問題など、手付かずの問題の解決や、真のノーマライゼーション社会を実現させるため、障害者差別禁止

法など必要な立法を行って下さい。

12.先進国の中で、極めて低いわが国の障害者予算を、対ＧＤＰ比世界１０位以内に、飛躍的に押し上げて下さい。


